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令 和 ７ 年 ６ 月 １ ３ 日  

交通対策・地区整備特別委員会資料 

都市づくり部都市計画課  

 

 

新たな交通手段の検討について 

 

 

１ 目 的 

本区は、国内外から多くの観光客が訪れる観光地であることや少子高齢化

が進んでいることから、交通に関する多様なニーズへの対応が求められて  

いる。このため、区民や来街者の交通利便性の向上に向け、グリーンスロー

モビリティ等の新たな交通手段の導入に向けた検討を進める。 

また、少子高齢化に伴い、交通事業を担う人材の更なる不足が懸念される

ことから、本区における持続可能な地域公共交通のあり方について検討する。 

 

２ 令和６年度の実証実験結果 

  別添資料のとおり 

 

３ 令和６年度の実証実験に対する評価と課題 

（１）  グリーンスローモビリティ 

    グリーンスローモビリティは電気自動車を使用し、従来のガソリン車等

と比べて大幅な二酸化炭素排出削減が期待され、環境負荷の軽減が期待で

きる。 

また、低速、短距離運行で安全性が高いため、高齢者や子どもにも利用

しやすい交通手段であり、谷中エリアでは、地域住民の利用が多く見られ、

地域コミュニティの形成が期待できる。 

さらに、上野エリアでは、来街者の利用が多く見られ、周遊型交通  

（観光コンテンツ）として、地域活性化が期待できる。 

一方で、低速の特性から運行範囲が限定されることや、従来の交通手段

と比較し、定員が少ないことから利用者の移動需要を満たしきれない。 

また、車両の導入や運行維持費が高く、実装した場合にはインフラ整備

も必要となり、公的負担や利用者負担などのコスト面での課題がある。 
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（２）  ＡＩオンデマンド交通 

    将来の移動不安の解消、電車やバス等既存交通との接続による利用促進

につながることが期待できる。 

    また、ＡＩシステムを導入することにより、効率的な運行が実現され、

環境負荷の軽減につながることが期待できることや、移動データを蓄積 

することで今後の交通施策に活用できる可能性が見られる。 

    一方で、利用年代に偏りがあることなどから、地域や年代別のニーズ分

析を行い、事業性の検証が必要である。 

 

４ 令和７年度の取り組み 

   社会的背景・課題やこれまでの実証実験の結果等をふまえ、本区の交通に

係る現状把握及び課題分析をし、新たな交通手段の導入に向けた検討を含め、

将来を見据えた本区における持続可能な地域公共交通のあり方を検討する。 

 

５ 今後の予定 

  令和８年第１回定例会  交通対策・地区整備特別委員会に検討結果を報告 



令和６年度 新たな交通手段の検討（グリーンスローモビリティの実証実験）
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別 添

実証実験の目的

住宅地におけるきめ細やかな移動手段として、また、文化・観光・

商業地区における周辺への回遊性の向上手段としての実証実験を行い、

地域ニーズを把握するとともに、安全性や事業性を確認する。

実施概要

実 証
エ リ ア

①上野エリア（文化・観光・商業地区）
②谷中エリア（住宅が多い地区）

実証期間

①上野エリア
令和６年９月４日（水）～１５日（日）【１２日間】
②谷中エリア
令和６年１０月１６日（水）～２７日（日）

【１２日間】

使用車種
グリーンスローモビリティ２車種を使用
・ＮＡＯ-６Ｊ（タジマモーター）乗車定員：６人
・ｅＣＯＭ-４（シンクトゥギャザー）乗車定員：７人

運 賃 無 料

運行時間 両エリアともに午前１１時から午後４時まで

運行便数
①各日 ６便（１周約８０分）
②各日１６便（１周約２０分）

運行ルート

①上野エリア ②谷中エリア

※１周約８０分

(竹の台広場を起点に運行)

※１周約２０分

（谷中防災コミュニティセンター

前を起点に運行）

実施結果 －乗車人数－

①上野エリア ②谷中エリア

ＮＡＯ-６Ｊ
（タジマモーター）

２９０人 ４１５人

ｅＣＯＭ-４
（シンクトゥギャザー）

２８４人 ５６８人

計
（１便平均）

５７４人
（７．８人）

９８３人
（５．１人）

実施結果 －アンケート結果－

①住所地

35人

11.8%
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34.7%
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上野エリアでの利用者は、台東区民以外の来街者が大半を越え

ている。

谷中エリアでの利用者は、台東区民が約４割であった。

②乗車満足度

■台東区 ■東京都内（台東区以外） ■東京都外 ■未回答

154人

51.9%

276人

64.8%

107人

36.0%

109人

25.6%

19人

6.4%

15人

3.5%

4人

1.3%

4人

0.9%

13人

4.4%

22人

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上野

（N=297）

谷中

（N=426）

■満足 ■どちらかといえば満足 ■どちらでもない
■どちらかといえば不満 ■不満 ■未回答

③回遊・外出意欲の向上
問：グリスロがあれば、少し遠くまで出かけたいと思うか？

142人

47.8%

234人

54.9%

98人

33.0%

137人

32.2%

28人

9.4%

20人

4.7%

12人

4.0%

8人

1.9%

17人

5.7%

27人

6.3%
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谷中
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■そう思う ■どちらかといえばそう思う
■どちらかといえばそう思わない ■そう思わない ■未回答

両エリアともに９割程度の人が「満足」または「どちらかとい

えば満足」と回答しており、グリーンスローモビリティに対す

る高い満足度を確認できた。

53人

17.8%

76人

17.8%

56人

18.9%

70人

16.4%

74人

24.9%

97人

22.8%

56人

18.9%

95人

22.3%

44人

14.8%

67人

15.7%

14人

4.7%

21人

4.9%
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上野

（N=297）

谷中
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■ある ■少しある ■内容によって考える ■あまりない ■ない ■未回答

⑤ボランティア（運転手・観光ガイド等）への関心度

両エリアともにボランティアに関心が「ある」または「少しあ

る」と回答した人が３割を超え、ボランティアを活用した運行

の可能性が確認できた。

両エリアともに「そう思う」または「どちらかといえばそう思

う」と回答した人が８割を超え、住民の外出意欲の向上につな

がるとともに、来街者等の回遊性を促進させることが確認でき

た。

④支払意思額

ガイドなしの場合は、両エリアともに「１００円」「２００円」と

いう回答が多くなっているが、上野エリアではそれ以上の額の回答

も一定数あり、やや支払意思額が高いことが分かる。

一方で、ガイド付きの場合は、支払意思額が高くなり「５００円ま

で」の回答が多くなっている。また、上野エリアでは「１，０００

円以上」という回答も約２割あった。

特にガイド等もなく、まちなかを周遊する場合

ガイド付きでまちなかを観光周遊する場合
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■無料 □100円未満 ■100円 ■101～200円 ■201～500円
■501-999円 ■1000円以上 ■その他 ■未回答

■無料 □100円未満 ■100円 ■101～200円 ■201～500円
■501-999円 ■1000円以上 ■その他 ■未回答
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①実利用人数：２７４人 ※アプリ及び電話で予約し、利用した人数

（年代別内訳） 単位：人

②乗車回数：１，３２７回 ※上記①の方が乗車した回数

（年代別内訳） 単位：回

③延べ乗車人数：１，７１１人

令和６年度 新たな交通手段の検討（ＡＩオンデマンド交通の実証実験）
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実証実験の目的

今後は、少子高齢化に伴い、交通事業を担う人材の更なる不足が懸

念されることから、持続可能な地域公共交通のあり方について検討す

るため、ＡＩオンデマンド交通の実証実験により、地域課題やニーズ

を捉える交通基礎データの収集を行う。

実施概要

愛 称 選べる乗降スポット「よぶりん」

実 証
エ リ ア

言問通り以北かつＪＲ線以北（下図のとおり）

実証期間
令和６年１０月２９日（火）

～令和７年３月１６日（日）【１３９日間】

運行時間 午前７時から午後１０時まで

運行車種
及び台数

ジャパンタクシー車両及びワゴン車両：運行２台

乗降場数 １５７か所

運行方式 任意の乗降場間を移動する乗降ポイント方式

利用方法 アプリ予約及び電話予約

運 賃

大人（中学生以上）：１人３００円
子供（小学生以下）：１人１５０円
未就学児：大人または子供１人につき、２人まで無料

※未就学児のみでの乗車不可

実証（運行）エリア

実施結果 －アンケート結果－

①将来の移動不安の解消
問：「よぶりん」により移動に対する将来的な不安は解消され
そうか？

③自家用車利用頻度の減少
問：「よぶりん」により自家用車の利用は減ると思うか？

ＡＩオンデマンド交通により、将来の移動不安の解消、電車やバス等

既存交通の利用促進及び自家用車の利用頻度の減少が見込まれる。

②乗車回数

東西方向の移動が多いことがわかった。直線的で短時間で

の移動が可能となることから、路線バス（めぐりん・都営

バス等）による移動を補完するきめ細やかな移動が実現され、

交通利便の向上につながると考えられる。

実施結果 －乗車人数等－

北部地域

浅草・中部地域

南部地域

上野地域

根岸・入谷地域谷中地域

運行エリア

台東区都市づくりのための基礎資料（平成31年3月）及び施設地図情報めぐりん停留所（令和4年4月1日時点）をもとに作成

実施結果 －移動データ－

地図出所：地理院地図

①移動軌跡

地図出所：Open Street Map

地図出所：Open Street Map

③降車回数

214人

65.0%

102人

31.0%

9人

2.7%

4人

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=329）

■そう思う ■ややそう思う ■ややそう思わない ■思わない

■そう思う ■ややそう思う ■ややそう思わない ■思わない

②既存交通の利用促進
問：「よぶりん」により乗り換え等での電車やバスの利用が

しやすくなった、あるいは利用がしやすくなりそうだと
思うか？

110人

71.0%

31人

20.0%

9人

5.8%

5人

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=155）

■そう思う ■ややそう思う ■ややそう思わない ■思わない

98人

63.2%

39人

25.2%

5人

3.2%
13人

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=155）

南北の移動が長い

東西の移動が長い

10代 20代 30代 40代 50代 60代
70歳
以上

不明

1 26 85 89 36 21 3 13

10代 20代 30代 40代 50代 60代
70歳
以上

不明

2 94 428 494 158 100 9 42

※上記①の方が複数回乗った場合はその数を計上

また、上記①の方が予約し、３人で乗車した場合は

「３」で計上


